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会員の活動報告
(1995年11月~1996年10月）
粟野広雅
L'abbe de Pureの『オ女または閾房の秘密』におけるlaprecieuseについて
（関西大学仏文学会口頭発表， 1995年12月）
伊川徹
私の一本（「らぴす』第2号， アルル書店，1996年9月）
モリエールのテクスト解析法『町人貴族』について（フランス語強化合宿口頭発
表， APEF主催・フランス大使館文化部•関西日仏学館後援，於京都府立ゼミナー
ルハウス， 1995年12月）
近江康則
Les Tresors du Musee Sank6kan (10) (Bulletin Trimestriel TENRIKYO, 
1995年1月）
Les Tresors de la Bibliotheque de Tenri (11) (Bulletin Trimestriel 
TENRIKYO, 1996年2月）
Les Tresors du Musee Sank6kan (11) (Bulletin Trimestriel TENRIKYO, 
1996年5月）
Les Tresors de la Bibliotheque de Tenri (12) (Bulletin Trimestriel 
TENRIKYO, 1996年8月）
から
らくらくフランス語 文法＋会話（国際語学社， 1996年10月）
小方厚彦
古語研究上の問題点一16世紀フランス語の場合一（『仏語・仏文学』第23号， 19
95年12月）
柏木治
Lucien Leuwen ou le jeu politique de couleurs et de costumes (『関西
大学文学論集』第45巻第2号， 1995年12月）
Lucien Leuwenから LaVie de Henry Brulardへの政治的文脈（スタン
ダール研究会口頭発表，於京都大学， 1995年12月）
Lucien Leuwenから Brulardにいたる政治的文脈(I)(『関西大学文学論集』
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第45巻第3号， 1996年2月）
神垣享介
トニー・ジャット『アルベール・カミュの失われた世界』（共訳）（『関西大学法
学論集』第45巻第5号， 1995年12月）
北野文英
ベルクソニスムの曙 (2)一知性一（『仏語・仏文学』第23号， 1995年12月）
新家桂
アルチュール・ランポーの「斜面」 <Illuminations〉における斜面上の運動か
ら（『仏語・仏文学』第23号， 1995年12月）
関谷一彦
あなたはサドを嫌悪する一一『閾房哲学』の性行為の描写を通して一（関西大学
仏文学会口頭発表， 1995年12月）
サドの言語と欲望（関西学院大学共同研究「言語と表象」口頭発表，於関西学院
大学， 1996年6月）
武本雅嗣
二次的叙述について（関西フランス語学研究会口頭発表， 1996年9月）
太治和子
Beauzee の時制論—前未来について一（「仏語・仏文学』第23号， 1995年12
月）
田中良
待つ人プルースト（『奈良大学紀要』第24号， 1996年3月）
津川廣行
バレスの初期作品とジイドの初期作品（『人文研究』第47巻第2分冊，大阪市立
大学文学部， 1995年12月）
エーグ＝モルトとエーグ＝ヴィーヴ—モーリス・バレスとアンドレ・ジイドー
（『流域」第41号，青山社， 1996年6月）
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鄭久信
紋切型と共同体一『プヴァールとペキュシェ』論 (2)(『阪南論集』人文・自
然科学編，第31巻第3号，阪南大学学会， 1996年1月）
内藤義博
ルソーの音楽論その三―-『百科全書』と『音楽辞典』の比較研究一（大阪千
代田短期大学『紀要』第24号， 1995年12月） （この論文および私の主要な論文をイ
ンターネット上の私のホームページにて公開しています。アドレスは， http://
www. osk. three we bnet. or. j p/ -nityshr) 
女の歴史IV(l)第3章使命から運命へ（翻訳）（藤原書店， 1996年4月）
女の歴史IV(2)第13章身体とこころ（翻訳）（藤原書店， 1996年10月）
西山悦代
現代フランス語における〈VENIRDE+INF〉について（関西大学仏文学会口
頭発表， 1995年12月）
野浪嗣生
やっぱり古典（『関西大学通信』第240号， 1995年1月）
平田重和
アルベール・カミュ書誌（その3)(『周辺』 16号， 1996年5月）
円尾健
近代リアリズムをめぐって—フランスを中心として一（関西大学仏文学会口
頭発表， 1995年12月）
山村嘉己
ジェンダーとセクシュアリティー〈性〉と〈生〉を考える一ーワークプック
（共著），第2章文学とジェンダー・セクシュアリティ（嵯峨野書院， 1996年7月）
今日の大学教育（関西大学『一般教育等研究センター報」第20号， 1996年7月）
書評：源淳子『仏教と性』（関西大学『人権問題研究室室報』第17号， 1996年 6
月）
フランス詩の歴史（その 1)(関大生協『書評』 107号， 1995年1月）
フランス詩の歴史（その2)(関大生協『書評』 108号， 1996年4月）
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フランス詩の歴史（その3)(関大生協『書評』 109号， 1996年10月）
女の表現・男の表現（関西大学人権問題研究室公開講座， 1995年1月）
1996年3月
佐藤理香
修士論文題目
16世紀フランス語における関係代名詞について
一特に前置詞つき関係代名詞を中心として一
後記
本学会の1996年度研究発表会及び総会が12月14日千里山学舎AV教室
で開催され，引き続き懇親会が新しい生協食堂で開かれた。研究発表会
では，昨年と同じく 4名の会員が日頃の研鑽のほどを披露された。少し
時間が足りなかったのは残念であったが，いずれも示唆に富む興味深い
発表で，熱心な質疑応答も行われて，有意義な時を過すことができた。
発表者の氏名と題目は次の通りである。
粟野広雅 Moliereの Lesprecieuses ridiculesと L'abbede 
太治和子
関谷一彦
伊地智均
PureのLaprecieuse ou le mystere des ruellesに
ついて
Beauzeeの時制論について
サディスムと死
ラシーヌ劇における人間疎外について
今後とも会員諸氏の一層のご活躍を期待したい。，
（小方）
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関西大学仏文学会々則
1. 本会は関西大学仏文学会と称し，事務所を関西大学文学部フラン
ス文学科合同研究室に置く。
2. 本会はフランス語・フランス文学に関する研究および発表と， こ
れに関連する事業を行なうことを目的とする。
3. 本会は次の事業を行なう。
1. 機関誌「仏語・仏文学」およびその他の出版物の刊行
2. 研究会・講演会の開催
3. その他本会の目的にかなう事業
4. 本会はその目的に賛同する次の会員をもって構成する。
1. 関西大学文学部フランス文学科専任教員
2. 関西大学大学院文学研究科フランス文学専攻学生，およびその
卒業生
3. 関西大学文学部フランス文学科学生，およびその卒業生
5. 本会の目的を達成するため会費を納入する。
6. 本会に次の役員を置く。その任期は1年とし，重任を妨げない。
1. 会長 1 名
2. 委員 若干名
a. 企画委員
b. 編集委員
C. 庶務・会計委員
会長と委員によって委員会を構成し本会の実務の運用に当り会長
はこれを統括する。
7. 会員は機関誌「仏語・仏文学」等の配布をうけ，その他本会の行
なう事業に参加することができる。
8. 本会の重要事項は総会の議決による。
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